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                                                           子ども会用     Ｎｏ１ 

                       

子ども会名 

恵庭市子ども会育成連合会 

連絡先 

恵庭市柏木町３丁目９－２２ 

 大西 賢二 ０１２３－３４－７２６４ 

 

会員数 

幼児（   ～6才）/小学生（1～ 6）/中学生（1～3）/ 高校生（1～3）  

        ２４３名/    １５２２名/    ５６８名/     ３９名                               

合 計  ２３７２ 名  

 

指導者数 

JL（  １４ ）名   成人指導者（  ２５９）名 

合 計   ２７３ 名     

 

地域の状況 

市内６地区（恵庭地区・和光地区・島松松恵地区・柏地区・若草地区・恵み野地

区）より構成されている。「地域の子どもは地域でしっかり育てる」ためにセミ

ナーを通してシニアリーダー「つくしの会」のリーダーを養成。 

 

発足から現在まで

の主な沿革 

昭和４２年 恵庭町青少年育成連絡会（現 恵庭市子ども会育成連合会）設立 

昭和５１年 恵庭市シニアサークル「つくしの会」発足 

昭和６２年クリスマスの集い、恵庭市子どもかるた大会開始   

平成 ５年 育成指導者研修会開始 

平成 ６年 ジュニアリーダー養成講習会開始    

平成２６年 恵庭市子どもかるた大会第３２回をもって終了 

平成２９年 恵庭市子ども会育成連合会創立５０周年記念行事実施 

      記念公演「子どもフェスティバル」 

      記念事業「記念式典・記念顕彰・祝賀会」「クリスマスの集い」  

 

子ども会での活動

（年間行事計画） 

４月 恵庭市子ども会育成連合会総会 

７月 前期えにわっ子ジュニアセミナー（国立日高青少年自然の家） 

    夏休みラジオ体操（市内各町内会子ども会） 

８月 北海道地域子ども会キャンプ兼北海道地域子ども会リーダー研修会 

９月 石狩管内地域子ども会の集い及びシニアリーダー研修会 

１１月 北海道地域子ども会育成研究協議会 

    後期えにわっ子ジュニアセミナー（国立日高青少年自然の家） 

１２月 クリスマスの集い 

 ２月 恵庭市子ども育成指導者懇談会 

 

活動プログラムは誰

が作りますか…？ 

 
１ 子どもたち             ２  子どもと大人の代表 
３ 大人の作ったプロに子どもの意見を聞く       ４  大人だけ 
⑤  その他（子どもと大人の意見により ）    

                      



 

特色ある活動及び

プログラム、自慢で

きること 

☆ハッピークリスマスの集い 相生町自治会（和光地区） 

 おかしバイキング、シチューとパンを作って食事 

 親子対決ゲーム、町内会長がサンタに扮し子どもたちにプレゼントを渡すなど 

 児童相互の交流 

 

☆冬のレクリエーション大会 恵み野町内会連合会（恵み野地区） 

 ドッジビー、ドリブルリレー、ビンゴゲーム、 

 陣取り玉投げ、しっぽ取り鬼ごっこをして幼児・児童が交流 

 ほかに、雪中運動会（恵み野コミスク） 

 

☆かしわっ子それゆけジャンプ大会 柏地区子ども会育成連合会（柏地区） 

 短なわ、長なわの練習を通して、個人や集団での成果と成就感を味わわせ、 

お互いの努力を認め合う態度を育てる。 

① 通り抜け〈５分間〉 ② 前跳び（回数で計測） ③ 集団跳び（８人 

１チーム） ④ 後ろ跳び（回数で計測）個人や集団の頑張りを表彰 

 

☆黄金ふゆフェスタ 黄金北、黄金中央町内会（恵庭地区） 

 恵庭ふるさと公園を会場に２つの町内会の交流活動を促進するために実施。 

① 馬そりに乗ってみよう ② ミニ雪像づくり 

③ イグルーづくり ④ キャンドルナイト ⑤ シャボン玉あそび  

  

☆ふゆ祭り・ゆきあかり 島松東町内会（島松松恵地区） 

 島松東町公園を会場として売店を設け、子どものためのかまくらや滑り台を作

ってもちをつき、夜は、地域に PR するために島松駅から恵庭北高校までの道

路ふちに行燈に火をともしてイルミネーション装飾 

 

☆もちつき・お楽しみ会 若草地区子ども会育成連絡会（若草地区） 

 若草小学校おやじの会との共同の事業として実施。参加児童の募集は学校で行

い、小学生未満、中学生は町内会回覧で募集。もちつきの道具、材料をおやじの

会を中心に、景品などを地区連絡会が中心になり作業を分担して実施   

 

子ども会活動にお

ける問題点 

子ども会活動を継続していく上で支援にあたる育成指導者の高齢化や役員のなり

手が少なくなってきている。行事の案内を出しても参加者の減少や固定化の傾向

が見られる。 

 

子ども会活動にお

ける今後の展望 

少子高齢化が一層進行していることから、子どもと地域の高齢者との多様な交流

活動を活発にする必要がある。そのため、子ども会の育成を町内会の重要な事業

として、町内会ぐるみで取り組む体制づくりが急務である。 



活 動 の 写 真 写 真 の 説 明 

 

令和元年度の恵庭市子ども会育成連合会総会 

開会式で恵庭市教育委員会穂積教育長来賓祝辞を述

べる。 

定例総会において、前年度の事業報告、収支決算、監

査報告、元年度の事業計画、収支予算案の審議、役員

改選などを決定 

 

前期えにわっ子ジュニアセミナー（７月下旬） 

国立日高青少年自然の家 

行事のねらい「集団生活や野外体験、レクリエーショ

ンを通して町内会におけるリーダーとして役割を果

たし、必要な知識や技能、協力する心を育てる。」 

市民会館における出発式での小山会長あいさつ 

 

後期えにわっ子ジュニアセミナー（１１月下旬） 

国立日高青少年自然の家 

行事のねらい「様々な体験活動を通してジュニアリー

ダーとしての心構えや町内会における役割を深めて、

研修・宿泊をすることにより、協力する心を育てる。」 

１日目夜に行われた室内での「キャンドルの集い」の

様子 

 

 

 

令和元年度恵庭市子ども会育成連合会主催 

クリスマスの集い 会場は、市民会館中ホール 

シニアリーダー「つくしの会」でレクリエーション活

動の内容を考え、分担して参加者との交流を深めてい

る。後半、恵庭市のよさこいソーランの恵庭紅鴉の 

協力を得て、参加者と一緒によさこい踊りの体験を行

った。最後にサンタが登場し、参加者にプレゼントを

贈った 



 


